
高山村

議会

高山村議会のしおり
議会ってどんなところ？



村議会
村民の代表です
行政を見守ります

村の未来をつくる「主役」は

村民です。

議員や村長を選挙で選び、意

見や要望を届けることが村づ

くりにつながります。

条件を満たせば、議員や村長

に立候補することができま

す。

村の代表として、村民の選挙

で選ばれます（立候補できる

年齢は２５歳以上）。

村の運営を担う実務の責任者

として、全体を統括します。

任期は4年です。

村民の声を受け止め、お金の

使い方や事業の方向を決めま

す。

議会で決まったことや、自ら

提案した事業を実際に実行し

ます。

議員は、村民の代表として選

挙で選ばれます（立候補でき

る年齢は２５歳以上）。

高山村議会は、選挙で選ばれ

た12人の議員で構成されま

す。任期は4年です。

村のルール（条例）や予算を

チェックします。

村民の声を受け止め、希望や

意見を提案にまとめます。

行政（村長など）の仕事が適

正に行われているかを監視・

評価する役割もあります。

村民
主権者です

村長
村の代表です
実行します

１．はじめに
　「議会ってなんだか難しそう」「自分には関係ないかも」…そんな印象を持たれがちな〝議会”の
ことを、少しでも身近に感じていただきたくて、この『高山村議会のしおり』を作りました。
このしおりを通して、議員や議会の役割、活動内容を知っていただくきっかけになれば幸いです。

２．村民と議会と村長の関係
　高山村を動かす主役は、村民の皆さんです。その声を受けて、議会と村長が、それぞれの役割を果
たしています。
　議会と村長は、対立するものではありません。立場はちがっても、どちらも村民のために力を尽く
す大切なパートナーです。そして何より、村民の声が、その働きを支えています。

—村を動かす３つのチカラー



総務課、住民税務課、教育委員会などに関する内容を

話し合う委員会です。

委員は6人の議員で構成されています。

健康福祉課、産業振興課、建設水道課などに関する内

容を話し合う委員会です。

委員は6人の議員で構成されています。

議長

副議長

議長は議会の代表であり、会議の進行や取りまとめを行います。

議長が欠けた場合には、副議長がその職務を引き継ぎます。

議長・副議長は、議員の中から選挙で選ばれます。

立候補者が所信表明を行い、無記名投票で決定します。

議会運営委員会

議会を円滑に進めるため、会議の進め方などを話し合う委員会です。

副議長と、総務文教、福祉産建常任委員会からそれぞれ2人の議員を選び、5人

で構成されます。

総務文教

常任委員会
　　　

福祉産建

常任委員会

予算決算

常任委員会

当初予算、補正予算、決算などを審査する委員会です。

議長を除く全ての議員が委員となります。

2024年4月から常任委員会となりました。

議会報編集

特別委員会

議会報の編集を担当する委員会です。

議席番号（※）が偶数の議員と奇数の議員が、任期4年のうち2年ずつ交代で担

当します。

議会活性化

特別委員会

議会をより開かれた、身近なものにするための取り組みを行う委員会です。

議長を除く全ての議員で活動しています。

その他の

特別委員会

必要に応じて設置される委員会です。

特定のテーマに集中して取り組みます。

その他 上記以外に、外部機関の議員として活動する議員がいます。

３．議会の役割
　村をまとめて動かす「村長」と、その仕事を見守る「村議会（議員）」――
このふたつを村民が選ぶ仕組みは「二元代表制」といって、憲法と法律で定められています。
　村議会の役割はたくさんあります。
村のルール（条例）を決めたり、予算をどう使うか話し合ったり、決算をチェックしたり。ほかに
も、村民からの要望（陳情・請願）を審査したり、国や県に意見を届けることも大切な仕事です。
議会では、村長や教育長などの行政の人たちと、議員同士でしっかり議論を重ねて、さまざまな提案
をします。そして、最終的には多数決（※例外もあります）で物ごとを決めていきます。

４．議会の構成・役職・委員会
　高山村議会は、村民のみなさんが選んだ12人の議員で構成されています。
その12人で、それぞれの役割や仕事を分担しながら活動しています。

※ 議席番号とは？
　 議員ひとりひとりに割り当てられた番号です。
　 名簿順に決まっていて、委員会の担当などを決める時などに使われます。

ふくしさんけん

そうむぶんきょう



本会議 委員会 本会議 村民の生活

　村長が村の計画や
お金の使い方を提案
したり、議員の質問
に答えたりします。

　村長から提案された事
を、さらにくわしく調べ
るために、各委員会に分
かれて質問や意見を話し
合います。

　委員会での結果を聞
き、もう一度議員全員
で話し合い、賛成か反
対かを決めます。(決議
といいます。)

　議会で決定されたこ
とを元に、村長は仕事
を進め、みんなが住み
やすい高山村をつくっ
ていきます。

５．議会の年間スケジュール
　議会では、村の大切なことを話し合い、決めていくために、1年を通じて以下のような活動を行っ
ています。年間スケジュールは図のようになっています。

年4回（3月・6月・9月・12月）の「定例会」に出席し、議案の審議を行います。
定例会のうち、3月は予算議会、9月は決算議会とも呼ばれ、特に重要な議案を扱います。
定例会のたびに「議会報」を発行し、議会の内容を村民の皆さんにお知らせしています。
定例会以外の期間も、委員会での調査や視察、研修などを行います。
また、議会モニターとの意見交換や、議会報告会なども実施しています。
議員それぞれが、必要に応じて個別の調査活動を行い、村の課題に向き合っています。

年間の議会の流れ

定例会の基本的な流れ



　議会でどんな話し合いがあったのか、どんなことを行ったかなどを出来るだけわかりや

すい言葉でお知らせしています。

　●年４回発行される議会報「信州たかやま議会」

　●ホームページやＳＮＳ

　●議事録（議会図書室及びホームページから閲覧することができます）

　「今まさに決まっていく瞬間」を、自宅からでも会場でも見ることができます。

一般質問は、端末があれば、いつでも何度でも見ていただけます。

　●傍聴（本会議、委員会、共にどなたでも自由に傍聴することができます。）

　●ケーブルテレビでの本会議中継と当日夕方からの再放送

　●一般質問のYouTube配信（議会終了後半月程度で配信開始になります。）

　「こんなこと思ってる」を直接伝えられる場です。

　●議会報告会

　●議会モニター制度（任期2年で15人前後の方にご協力いただいています。）

　●議員に直接話す

　議会に「こうしてほしい」「このことを考えてほしい」と 住民が意見や要望を伝える正

式な方法があります。

　●陳情：まずは声を届ける入口です。気軽に出せる要望書となります。

　●請願：議員の後押しをもらって出す公式の要望書です。

　　　　　採択されれば、議会として行政に対する正式な意見となります。

　村民が「この人に村のことを任せたい」と決める大切な仕組みです。投票で選ばれた議

員は、村民の声を議会で伝え、村の未来を考えます。参加することで、村の未来を一緒に

作ることができる、一番直接的な方法です。

　●投　票 ：『この村に暮らし生活を共にしてきた住民が、村の代表を選びます』

　　日本国民であり、満18歳以上であること。

　　高山村に住民票があり、3ヶ月以上住んでいること。

　●立候補 ：『この村に根を下ろし暮らしを担ってきた住民が、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲間の代表としてまちづくりに挑む』

　　日本国民であり、満25歳以上であること。

　　高山村に住所があり、3か月以上住んでいること。

　　刑罰等に処せられて、一定期間経っていない人は立候補できません。

知る

見る

話す

陳情 請願

出す人 だれでも だれでも（ただし紹介議員が必要）

手続き 比較的自由 決まった形式

審査 議会が扱うかどうか判断 委員会で必ず審査、本会議で採決

重み 要望・意見の伝達 議会としての公式な意思につながる

届ける

選ぶ

６．議会と村民をつなぐもの
　議会は村の皆さんの声を聞いて動くところです。議会は遠いところではなく、あなたのすぐそばに
あります。
「知る」「見る」「話す」「届ける」「選ぶ」 の５つの方法で、議会とつながってください。



意思決定

　議員は、さまざまな会議に出席し、自分で調べたり学んだことをもとに、村の政

策について質問したり、意見を伝えます。

　行政や他の議員と議論を重ねながら、一人の議員として、議案に「賛成」か「反

対」かをはっきりと表明し、村の大切な決定に責任をもって関わります。

政策立案・提案

　議員は、本会議（定例会）の「一般質問」などを通して、村の課題を取り上げた

り、新しい政策の提案を行います。村長や教育長などの行政に対して、「こうした

らもっと良くなるのでは？」という考えやアイデアを伝える大切な場です。

一般質問

　高山村議会の一般質問は、1人30分以内で、1問1答方式（質問と答弁を1つずつ

交互に行う）で実施されます。

　また、時間内であれば再質問は何度でも可能です。より深く、具体的に村の課題

を掘り下げることができます。

全員協議会

　村の重要な課題について、村長や教育長などの行政執行機関から説明を受けた

り、議員全員で意見を出し合いながら、考えを整理・共有するために、必要に応じ

て随時開催しています。

本会議とは違い、決定をする場ではありませんが、議会としての方向性をつくる大

切な話し合いの場です。

調査・研究

　村民の皆さんからの意見や、自らの問題意識に基づき、聞き取りや現地などに行

くなどして、調査や確認を行います。

また、各委員会において、先進地への視察研修に行くこともあります。

審議会

　高山村独自、もしくは広域的に設置されている数ある審議会において充てられる

高山村議会議員としての枠に対し、議員を割り振り、それぞれ責任を持って出席し

ています。

イベント

　

　保育園の入園・卒園式や小中学校の入学・卒業式を始め、村の行事などにも来賓

として出席することがあります。また、地区の行事にも積極的に参加しています。

ボランティア
　福祉、環境、防災、まちづくり、教育、子育てなど、各議員が様々な分野におい

て、ボランティア活動にも積極的に関わっています。

７．議員の仕事
　議員は、これまで書いてきたように、4年に1度の選挙で選ばれ、議会の役職や委員会に所属して、
様々な活動を行います。主な仕事は以下のようなものがあります。



９．議会の活性化
　村民の皆さんに身近に感じてもらうために、議会の「見える化」を進めています。今後も村民の皆
さんと議会の距離を縮め、関心を持ってもらえるよう改革を進めていきます。

議員の権限
　議員は村民のみなさんの代表として、大きな決めごとに関わる大切な役割を持って
います。一番大きな力は「議決権」で、村長の提案（予算や条例など）を賛成か反対
かで決められます。ほかにも調査をしたり、意見を表したりすることができます。

議員の待遇

　議会の
　一般質問を
　たくさんの方が
　見やすい
　環境づくり

①一般質問のYouTube配信をしています。
　　令和4年9月定例会より、当日のケーブル放送に加えて、YouTube配信も始
　めました。議会HPから各議員ごとに見ることが出来ます。また議会報に掲載
　している二次元コードからも見ることが出来ます。
②一般質問の通告書が見やすくなりました。
　　令和4年12月定例会より、誰が見ても分かりやすい通告書に変更し、HPに
　掲載し、傍聴者へも配布しています。

　より
　読みやすく
　読んでもらえる
　議会報へ

①議会報のカラー化
　　令和4年1月25日発行の議会報第137号より全編をカラー化し、カラーであ
　ることを意識した誌面作りに取り組んでいます。
②議会報編集について研修会へ参加
　　広報研修会などへ参加し、読みやすく読んでもらえる議会報について学
　び、写真の使い方や、専門用語を出来るだけ使わない、読みたいと思っても　
　らえる誌面作りの参考にしています。

　村民の皆さんと
　議会とが
　関わり
　一緒に考える
　機会を

①議会報告会の開催
　　令和5年から、議会運営委員会で調査研究を重ね、日時や開催方法、報告
　会の名前等、村民に参加してもらえるよう検討し、消防団のブロックごと村
　内5ヶ所での開催を計画し実施し始めました。
②議会報モニターから議会モニター、さらに新制度へ
　　議会報のモニターから始まり、さらに議会のことについてご意見をいただ
　けるよう議会モニターに変更しました。様々な世代の方に参加してもらい、
　積極的に話せる開催内容に変更しながら取り組んでいます。

　議会の情報
　発信力を
　高める
　（SNSの活用）

　地方議員の給与は「議員報酬」と呼ばれ、月額で支給
されます。また、期末手当としていわゆるボーナスにあ
たるもので、金額は条例で定められています。
　この他、政務活動費は、高山村議会では支給されませ
ん。

①議会Facebookページ、Instagram開設
　　令和5年4月より議会のFacebookページを　　
　開設し、その後、村民の皆さんからのご意見
　を参考に、Instagramも開設しました。

高山村議会議員の報酬(月額)

 議長：1名 275,000円

 副議長：1名 200,000円

 委員長：4名 190,000円

 議員：6名 180,000円

８．議員の権限・待遇
　議員は、村民の代表として大切な役割を担っています。議員が持っている主な権限と、それを支え
るために定められている待遇は以下の通りです。

facebook instagram

https://www.facebook.com/marumarumarche
https://www.facebook.com/marumarumarche


議会事務局
正副議長室

理事者
控室

委員会室
図書室

委員会室
　　各種委員会を
　開催する部屋
　です。

議場
　議会の本会議（定例会・臨時会）
などを開催する部屋です。原則とし
て、傍聴することが出来ます。

理事者控室
　本会議に出席する、村長、副村長、課
長などの控室です。議会で説明者として
出席する行政を執行している人たちのこ
とを理事者と言います。

全員協議会室
　全員協議会を開く部屋で
す。議員同士の打ち合わせを
したり、休憩や待機をしたり
もします。

正副議長室
　正副議長が日常的に執務
を行う部屋です。打ち合わ
せをしたり、来客と懇談を
することもあります。

議会事務局
　議会事務局長と書記
が議会の事務を行って
います。

委員会室
　各種委員会を
開催する部屋で
す。議員の調査
研究のための議
会図書室を併設
しています。

傍聴席

10．議会のフロアマップ
　高山村議会で使用している議場などの部屋は、高山村役場3階にあります。
役場正面から入って、階段、もしくはエレベーターでお越しください。

11．さいごに
　高山村の皆さんの声が、高山村の未来をつくります！
ぜひ、関心を持っていただき、様々な場面でご意見やご要望をお聞かせください。

発行・問い合わせ
：2025年８月31日
：高山村議会
：高山村議会事務局 〒382-8510　長野県上高井郡高山村大字高井4972
　電話 026ｰ214ｰ9763／Fax 026-248-0066
　E-Mail gikai@vill.takayama.nagano.jp
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